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　第二点目としまして，今は人口減少時代であ
りまして，公共施設を従来のまま継続していく
のはなかなか難しいといわれております。予算
も減っています。そうした中で，公共施設の縮
減を進めるのが全国的なトレンドになっている
といってよいでしょう。今回，八王子市におい
てこのような大規模な施設を建設されるという
方針を打ち出されるに当たって，長期的なコス
トの問題について，どのような検討をされたの
か，どのような議論があったのか，ということ
をもう少し詳しくお聞かせ願いたいと思います。
　最後に第三点目ですが，官民連携というのが
現代の行政において重要な視点とされており，今回のプロジェクトにも取り入れられるとの
ことでした。施設の管理運営に当たって，民間委託については，それに賛成する意見，反対す
る意見が出てくるのではないかと想像されます。各地の施設を視察されたようですが，例え
ば，佐賀県武雄市の市立図書館については，民間委託するかしないかを巡って非常に激しい
議論がありました。今回，この新しい施設について，仮に民間委託をするとなった場合には，
どういう検討課題があるのか──プラス，マイナスいろいろあるかと思いますけれども──，
その点について教えて頂ければと思います。
原：ご質問ありがとうございます。まず，第一点目についてお答え致します。目標の共有と
いうことでございますが，先ほどお話させて頂きましたように，私ども都市計画課が全体を統
括致しますものの，基本的には関係するそれぞれの部署があり，公園であればまちなみ整備
部公園課，歴史郷土ミュージアムであれば生涯学習スポーツ部文化財課，というふうに各所管
課がそれぞれの役割に沿って進めております。例えば歴史郷土ミュージアムの場合，市の歴史
文化を次世代に伝えていくという目標があるわけですが，他方で，この事業全体の目標として
は，サードプレイスとしてのにぎわいを創出するという側面もございます。歴史郷土ミュージ
アムについては，これまでの郷土資料館が，必ずしも利用者数が伸びていないということもあ
り，今後は集客の工夫が一層必要になってきており，全体の目標とそれぞれの部署の目標と
を擦り合わせていく，整合させていくことが，今回特に意識しているところでございます。
　第二点目の，長期的コストの問題については，本市におきましても，公共施設マネジメン
トを実施しておりますし，立地適正化計画の策定も進めているところです。人口減少を見据
えて，やはり公共施設については集約できるものは集約していくという発想の中で，しかし
同時に，必要なところには必要な投資を行って，次の100年に向けたまちづくり事業展開を
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進めていく，ということになろうかと思います。
　それから第三点目，官民連携事業につきましては，官民連携事業を視野に入れて進めると
いう方向性は持っておりますが，具体的にどこまで，或いはどの部分を民間に委託するか，
という点は今後の検討課題です。このような複合的な施設においても，例えば八王子市の歴
史文化を継承し伝えていく部分については，公共的な観点から市が直接に管理運営する体制
であって欲しいといった声も多数寄せられていますので，市として守るべきものと民間が得
意とする領域と，それぞれございますので，バランスを考慮しながら鋭意検討を進めて参り
たいと考えております。
鈴木：ありがとうございました。官民連携の点については，メリハリをつけながら，その最
適なバランスのあり方について考えておられることがよく分かりました。
　それでは，フロアの皆さまからもご質問をお受けしたいと思います。時間の関係でお一人
かお二人くらいになろうかと思いますが。
フロア：お話ありがとうございました。私は専修大学のOBでございますが，八王子市に在
住しております。先ほど人口構成の問題に言及されましたが，今後，八王子市におきまして
も，オリンピックの開催や入管法の改正等を受けまして，外国人との共存・共生ということ
が問われていくことになろうかと思われます。この観点と今回の跡地利用，複合施設の建設
は何らかのかたちで繋がるのかどうか，という点についてお聞かせ願いたいと思います。
原：ご質問ありがとうございました。八王子市は，先ほど申しましたように学園都市でござ
いまして，留学生も非常に多く暮しておられます。──今，その数についての具体的なデー
タは持ちあわせていませんが，外国人も含めて人口の課題は高野さんのご報告でも出てくる
かと思います。また，将来の社会状況変化を見据え，整備コンセプトには多様性や可変性の
確保ということが入ってきておりますので，ご指摘いただいた国際化や多文化対応といった
視点も踏まえ，検討を進めていきたいと考えております。
鈴木：原課長，貴重なご講演をありがとうございました。（拍手）
　それでは，続きまして高野課長からご報告を賜りたいと思います。よろしくお願い致します。
